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Abstract: The “Human Library” is an effective group activity, focused on dialogue and interaction, that reduce 
prejudice and encourage community understanding. This paper reports on the application of “Human Library” 
activities in Japanese conversation classes for intermediate level learners, which are aimed at creating 
spontaneous and active conversations. During the activities, learners actively discuss questions and answers 
regarding their readers and books, and they also learn how to sufficiently express their opinions in Japanese. 
Through these activities, learners considered Japanese usage and honorifics, became aware of the effects of 
verbal and nonverbal elements that can change impressions and dialogues, learned important elements as 
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日本語会話授業での「ヒューマンライブラリー」の取り組み 






































(2)  Human Library Organization ホームページ ＜https://humanlibrary.org/＞ 2019年 12月 1日最終アクセス 
日本語会話授業での「ヒューマンライブラリー」の取り組み 















施に際し、Slivar, Vitasović, & Kostić-Bobanović（2015）の現地の人の語りが観光資源となる
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4. 授業の流れ 
 会話授業は 3 時間×15 回だが、試験や発表を含むため、教室活動は 11 回である。教室活動
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のテーマに対し、3対 3の Aグループと Bグループに
分かれてグループで意見を固定し（図 1）、前の人の
意見への反論と自分の意見を一分以内で話していく形
で進めた。この活動では 1つの話題は 6人を 2-3周りしたら別のテーマへ移るようにした。 
グループディスカッションでは、「宇宙人はいるか」「動物園の動物と野生の動物はどち
























                                                          




図 2 マンダラートの例（「海」） 
 
図 1 ピンポンディベートの発言順 
日本語会話授業での「ヒューマンライブラリー」の取り組み 
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図 3 本のあらすじ（抜粋）                                     図 4 読みたい本の希望（抜粋、一部加工済(4)） 
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その後、Google Formを用いて、図 4に示すようなフォーマットでどの本を借りたいかの希
望を授業外で出すよう求めた。そして実施日には、「ヒューマンライブラリー」4 ラウンド中、
3 ラウンドで「読者」になるうち、2 ラウンド分の 1 冊目の本を、学習者が提出した希望の
「本」の中から教員が組み合わせを考え事前予約をし（表 2 参照）、実施の 1 週間前に示し
た。また、各学生の 4ラウンドでの動きを表 3のように確認した。 
 
表 2 本と読者の組み合わせ（抜粋、一部加工済） 
 
 


















 180分の授業を 4つに区切り、4ラウンドに分けて実施した。表 3に示したように、4 ラウ







図 5 コメントシート（左：本に対して、右：読者に対して） 
 
6-5 「ヒューマンライブラリー」の振り返り 
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表 4 印象に残った本 (5) 
 
 
表 5 印象に残った読者 
 
                                                          
(5)  表 4～6 右側の箇条書きは学生コメントからそのまま抜粋。ただし、わかりにくい箇所は筆者がルビを補っ
た。また、表内左側の丸括弧の数字は回答数。 
日本語会話授業での「ヒューマンライブラリー」の取り組み 




である。6-5 項で示した 6 つの質問に対する振り返りシートから、「ヒューマンライブラリー」
を通して受講生は表 6 に示すような、① 日本語に対する気づき、② 印象や対話を変え得る要
素、③ 聞き手として大切なこと、④ 話し手として大切なこと、⑤ 自分自身への気づき、自己
開示、⑥ 他者、多様性への気づき、⑦ 他者からの気づき、学び、⑧ 活動そのものを楽しむ、
といった気づきを得るという作用があったことがわかった。 
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